
詩を読む

詩とは何か／授業の目標



「詩を読む」の目標

・論文に沿って詩を読む

・詩・論文を適切に理解　す

る



「詩を読む」・・・

そもそも

詩ってなに？



「詩」とは何か。
さくらを見て美しいと感じる人は多くいます。

しかし、今日、その人が感じたように美しいと感じた人はいない

のです。

詩とはその絶対に代わりのない、本当の意味で固有の経験の

意味をとらえなおそうとすることにほかなりません。

ですが、多くの人は、それを試みようとはしないのです。今日、

さくらが見られたのだから、明日も見られるだろうし、明日も美し

いと感じると思っているのです。

ーー若松英輔『詩と出会う　詩と生きる』（NHK出版,2019,p.314）



「詩」とは何か。

萩原朔太郎「竹」

室生犀星「蟬頃」

高村光太郎「樹下の二人」

宮沢賢治「永訣の朝」

吉野弘「I was born」



今回扱う詩は・・・

宮沢賢治

「永訣の朝」



今回のゴール

◯論文に沿って詩を読む

◯詩・論文を適切に理解　

する




